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HCl溶液を Na-P.C.P.と反応するに要する HClの計算量より過剰になる如 く一定量加えて
よく振近し液を透明にしてからプロムフェノールブルーを指示薬として過剰の HClを 0.01N





ureaは 2.34,4.30,5.94%,hydroxymethylmethyletherは 6.OCI,ll.63,16.32% の溶
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と濃度の異なる溶液を 50ml宛作 り 100ml三角フラスコにこの5種の溶液を移す,次いで
この溶液より 10ml宛ピペッ トで取り出し他のフラスコに入れ残りの 40ml溶液の各々に
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(1) 定 量 法 ●
P.C.P.の定量に関しては滴定法による定量2),比色法による定量3),或いは分光分析によ






O 供 試 薬 品
P.C.P.･,市販の P.C.P.-Naの水溶液に HClを加え沈澱する P.C.P.をエーテル,メクノ
-ル,ベンゾ-ルで数回精製して m`p.188-1900の P.CP.を得た｡
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エーテル :市販エーテルを硫酸鉄液 (結晶硫酸第一鉄 600g+ 濃硫酸 60cc+水 110cc)
で洗濯した後重 クロム酸液で沈澱 し次いでアルカリで洗漉して無水炭酸 ソーダを加えて蒸溜し
たものを使用した｡
OP.C.P･及び P.C.P.-Naの各種溶媒に於ける紫外部収吸スペク トル
P･C･P･及び P･C･P･-Na 100r を含むメタノール,蒸溜水,エ-テルの各溶液に就いて波
長別に吸光度を測定した｡スペクトルは Fig.2 の通りで P.C.C.は約 304m〟 で P.C.P.-
Naは約 322mfZに最大吸収があった｡P･C･P･,P･C･P.-Na10-100γを含む各溶液に就い
て 304,322mFLに於ける吸光度を測定し各濃度に対する吸光度をプロッ トすれば Fig.3 の
































僅かの吸光度を引いて得 られた値を P.C.P.-Na の 322mflで示される吸光度となし濃度-
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吸光度関係線 √(Fig.3)より P.C.P.-Na量が求られる｡この P.C.P.-Na 溶液の濃度が示す
304mβ に於ける吸光度を求め 304mβ で示される P.C.P.と P.C.p-Na混合液の吸光度 よ
りこの値を引いた吸光度が P.C.P･の示す吸光度となり之より P.C.P.の量か決定出来る｡而
しここで問題になるのは 322m/Jで示す P.C.P.の吸光度である｡この値は P.C.P.の濃度
に比例しない｡322m/Jに於ける P.C.P.の吸光度は第 3表の通 りであるがこの場合 P.C.P.
の吸光度として之等の平均値を求め,322m/Jに於ける測定せんとする溶液の吸光度より差引
いても多少の誤差を生じて来る｡ 殊に P.C.P.-Na量にくらべて P.C.P.畳がかなり少ない時 .
叉溶液の濃度が大で稀釈率が大きい時には誤差が無視出来ない値 となってあらわれるらそこで 二､･t
注入材中の P.C.P.-NaP.C.P.を定量するには次の方法によってその誤差を少なくした｡即ち
注入された P.C.P.-Naの内 P.C.P.に変化しないものは水洗によって流 し落し之に HClを ｡
加えて P.C.P.に変えその沈澱をメクノールに溶かしてその吸光度を求め定量する｡ 次に木粉
中の変化せる P.C.P.と僅かの残留せる P.C.P.-Na をメクノールで流し落 しその溶液につい









その後次第にその量を増し仝注入量 200cc になると注入液 と流出
液の濃度が一致して吸着が飽和に達する｡ その間の注入液の P.C.P
.-Na量(.1972mg)と流出液の P･C.P.-Na量 (325 mg) の差が
木粉 と共に存在する量 となりその畳は 1647mg である｡次に之等
の木粉に蒸溜水を静かに加え P.C.P.-Na を流し落す, 1回の洗源
に 25ccを用い80回目にその洗滑液の吸光度 0.113(濃度 25 cc
中 0.2mg含有)となり殆んど P.C.P.-Naが存在 しない流出液が
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最後にこの木粉にメクノール液を加えて P.C.P.を流し落 して定量すると P.C.P.量は 66.7
mg,P.C.P.-Na量は 45mg であった｡猶 この時の岸量操作は次の実験でくわしく述べる｡
この結果 P.C.P.量は木粉中に存在するP.C.P.-Na量の約4%程度 となるが而しこの実験は






った純セルローズのレ-ヨンパルプ (R.P.) と16%の リグニン,､18%の- ミセルロ-ズを含
む中性亜硫酸セ ミケミカルパルプ (N.S.S.P.)を蒸溜水に浸漬一昼夜放置L波過しこの洗
源操作を3回繰返えした後 35oC で24時間乾燥して供試材料 とした｡その他飽屑の薄片,無処



































処 理 溶 媒 (Solvents)
水
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蒸 溜 水 洗 源
木粉の処理法岳 (Extractingwithdistilledwater)
吸光度 (loglo/Ⅰ)
















2)木粉を浸漬せる P.C.P.Na液の全 P.C.P∴Na量は 192.8mg
3) ( )の値は (a)を用いてわ補正値









ルによって P.C.P.-Na を変化させる成分が取 り除かれた為 と考えられ,メタノ-ルによって
抽出される成分は木材のPHに関係する酸性成分以外に樹指,精油, リグニン,- ミセルロー
ズ,タンニン,色素,アルカロイ ド,配糖体等 と考えられる｡之等の成分の内 P.C.P.-Naを
変化させる成分は木材のPHに関係する成分のみに起因するのではなく他の成分例えば リグニ
ン,- ミセルローズ,樹脂等にも関係するものと考えられ る｡ 何故ならリカヾ-ン,- ミセルロ







(ベンゾ-ル) となりメタノ-ル処理にくらべてかなりの相異がある｡ 之等の結果 よりすれば
1)ダニン,- ミセルロ-ズ等 とP.C.P.-Naとの反応が当然推察せられる｡ 次に温水で処理す
る事によりPHに関係する成分以外に リグニン,- ミセルローズ,タンニン,色素,アルカロ
イド,酸糖体等の一部を溶解 し去 り横指,精油,油脂,蝋を残す｡この場合の変化率は12.5%'
となり之等の成分の一部 も P.C.P･-Na の変化に関係あるように思われる｡猶前述の如 く之等













される場合には P.C.P.一Na 溶液は漸次木材細胞壁と接触して行 くので,この変化量は鯵透性
に関して相当問題となり殊に紋孔附近では大きな障害となる事が容易に考えられる｡
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